
◉研修対象者　　全職員

◉本研修のねらい
人事評価制度そのものは自治体において完全に定着していることと思われます。しかし、その一方で人事

評価の重要な評価指標である「業績評価」のための「目標設定」についてはまだまだ課題が多く残されてい
るのが現状と思われます。皆さまの自治体で以下のような点は見られないでしょうか。

・本来は総合振興計画のKPI目標のブレイクダウンが必要だが、個人目標まで落とされていない
・定量目標を定められないセクションにおいて、目標の設定方法が曖昧で評価がやりにくい
・目標設定が職員の個人任せになっており、組織的な管理ができていない。
こうしたお声に対応するため、定量目標の設定方法をはじめ、定量目標が設定しにくいセクションにおい

てはどのような定性目標を設定すべきであるのかを分かりやすくお伝えします。
人事評価は「人材育成」です。適正な目標設定と、それに向けて成長を遂げていくことが望まれる姿であ

り、本研修はこうした仕事を通じた育成に寄与することをねらいとしております。

◉本研修によって習得が期待できるスキル・ノウハウ
▷総合振興計画をブレイクダウンした「組織目標」、「個人目標」設定方法が学べます

主に事業系の部局においては、総合振興計画で設定されている将来像やKPI目標などの推進にまい進
されております。しかしその目標が適切に「組織目標」や「個人目標」にブレイクダウンされていない団体様
も見受けられます。目標設定の最も基礎であるこうした上位計画のブレイクダウンの考え方について体系
的に学べます。

▷定量目標が設定できない部局における適切な定性目標の設定方法が学べます
総務課や議会事務局など、コーポレート系の部局においては、上述のような定量目標が適さない場合が

多く見受けられます。しかし、後々に測定できない目標では正確な評価につながらないおそれがございま
す。
本研修ではこうした定性目標について「映像化」という視点を盛り込み、誰が評価を行っても客観評価

ができる定性目標の設定方法をお伝えします。また、部局ごとに目標設定例などもお示しします。

▷目標設定後のマネジメント方法についてもノウハウを取得できます
目標設定は、それ自身が大切なのではなく、日々の業務を通じてその目標達成のための積み重ねを行

うことが重要です。そのためには業務を個人任せにするのではなく、課・係といった組織において業務遂
行そのものをマネジメントしていくことが何よりも大切です。
本研修では、目標設定後の基礎的なマネジメント方法についてもお伝えし、明日からすぐに使えるノウ

ハウとして取得することが可能です。



◉カリキュラム（例）
※概ね3時間コースの場合
Chapter1：「人事評価」の基礎知識（おさらいとして）
（1）勤務評定から人事評価へ
（2）人事評価の目的
（3）人事評価の活用

Chapter2：業績評価とは
（1）目標設定上の課題
（2）当該自治体における業績評価の方法
（3）アウトカム目標、アウトプット目標、インプット目標

Chapter3：「目標」設定について
（1）定量目標：貴団体の総合計画ＫＰＩからブレイクダウンした個人目標設定例
（2）定性目標の設定方法の考え方
（3）管理職向け「マネジメント目標」の設定例

Chapter4：目標遂行に向けた組織マネジメント
（1）マネジメントの重要性
（2）マネジメントの進め方

◇◆受講者の声◆◇
〇定性目標の設定のポイントが具体的で分かりやす

かった。
○自分の職務においてどのような目標が適当なのか見

つめ直し、目標を意識して取り組みたい。
〇ルーティン業務について目標としていたが、それだと

評価のズレが生じることが分かった。ルーティン業務
の中で課題は何かなど視点を変えていきたい。

〇目標を立てたらそのままにしていた。日々の業務の
中で目標を見返し、総合振興計画も確認しつつ今の
状況を再確認しながら業務を進めていきたいと思っ
た。

見積概算 ※３時間コース×1コマの場合
市クラス：12万円（＋交通費・宿泊費・税）

町村クラス：11万円（同上）
※コマ数、時間、お客様ニーズ等によって見積額が変動いたしますので、
事前の見積依頼をお願いいたします。


